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他に第3内科学講座より開講5周年記念誌
を寄贈いただきました。ありがとうございました。
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・乗り上げる話
敬
一般的に、言葉を使うときに、その言葉づかいや用語をいちいち「気にしながら」ということは、
公式な文章を書くときとか、試験の答案でも書くとき以外は、あまりないと思われます。 「さざな
み」の編集部から「何かエッセイでも書けば」とのコメントに便乗して、書きはじめたものの、性
釆の筆不精なかなか書かずに期限切迫・材料不足というわけで「デッドロック」に突き当たるとい
う状況となりました。
このよく使われる「デッドロック」という外来語、気にしないで使うと、すぐ「乗り上げて」しま
うようです。この言葉の意味は、開かなくなった錠のことであることは、じび善を見れば明らかで
す。しかし、いつの問にやら「ロック」-「岩」で「暗礁」に短絡したのだと思います。これは片仮
名表記だと「L」と「R」の区別がないことが原因でもありましょうけれども、外来語や技術用語
の「カッコよさ」も原因ではないかとも想像しています。
技術用語、特に自動車やエレクトロニクスの用語も、最近はずいぶん一般化したものだと患いま
す。たとえば「ターボ」、 「フィードバック」、 「増幅」、 「チャンネル」、 「周波数」等々、日常会話
や商品の広告に、出てこないことが少ないくらいです。
これらの言糞を耳にしはじめた時期の感じ方からは、現在のように使われるとは考えられなかっ
たものも、この中にはあります。
個人的経験ですが、一例として「増幅」をとり上げてみれば、こうです。 15年ぐらい以前、総理
府のある部局で仕事をしていたころ、短かい記事を書くことになり、使ってい,る人もいるが一般的
には使わないのが無難とは知っていましたが、あえて「増順」というエレクトロニクス用語を前後
の関係で使ってみたところ、果たせるかな上司に訂正を求められたことがありました。もともと、
増幅はエレクトロニクス技術の初期つまり、 70年ぐらい以前の真空管が発明された時期から関係者
にとっては基本的な言葉であったものが、近年のエレクトロニクス技術の大衆利用時代になって、
日常用語の中で市民権を得てきたといえるものでしょう。
ついでに、もうひとつ、 「フィードバック」という言葉もかなり以前から使われるよう'になってい
ますが、これは、本当の意味は、使われ方によりますが、 「理解困難なのによく使うなあO」と感心
する次第です。一般的には、ネガティブ・フィードバックに近いようにも受け取れるし、また、自
動制御やコンピュータの動作原理から由来しているようにも思えます。身近なエレクトロニクス製
品から、ネガティブ・フィードバックを応用したものとしては、ステレオ(つい最近まで-イファ
イだったのですが。)の増幅器(アンプ)があることも今日では説明不要なぐらいです。
世の中の進み方は、まったく早く、今や各家庭にパーソナルコンビュタ-が入ってくる時代となり
i n
′「
メ.＼
ました。しかし、 「乗せられているのではないか。」とも、コマーシャルを見れば感じないでもあり
ません。いわく、アンプの広告に「ターボ方式○○」、 「ナナ-ン○○」、これなど大衆化した技術
用語の持つイメージを利用しているのでしょう。 「電源回路にタービンの回転では、ネガティブ・フ
ィードバックの効果もないのに。」と、考える者は、少数派に属していて、遅れているのかもしれま
せん。
・詛・詛・≪パソコ
Bd
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(図書課長)
ン余話≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
パソjンで文献整理を行う問題点　-その1例-
教育・研究にたずさわる人々にとって、ローカル(個人的)な情報管理法は、様々とかいわれていま
:す.情報量が多くなればなるほど、楽しさも増し同時にわずらわしさも増大するものです。研究者の情:
●
:報管理法についての書籍が複数みられるのは、後者の理由によるところのもののようです。それらの書:
:籍の中で、 ・t京大型カード"による文献整理法が紹介され、今日広く利用されています。　　　　　:
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
:　最近では、ワープロ、パソコンを利用した整理法が紹介されていますが、実際の利用例は、思ったは:
:どはないようです。機器の価値の点はさておき、 1・データ入力、 2・誤入力等によるデータの修正・ :°
:削除という2点が、カード式(1.記入、 2.消しゴム、カード自体をやぶりすてる)と比べてわずら:
°
:わしいということにつきるようです。特に日本語を入力する場合、現在のパソコンでは一種の「さとり」 :
:を開かなくてはたえられそうにありません。当館のパソコンで処理している新聞記事の整理では、現在、 :
400-500語の簡易tt辞書"をもつことにより、入力効率を向上させています。この例を一般化するこ
とにはいささか危険性を伴いますが、特定分野でありローカルな情報管理であれば、小さなtl辞曹'を:
°
もつことにより作業負担がかなり軽減されるといえそうです。　　　　　　　　　　　　　　　　:
さて、とにかくデータを入力してしまえば、その後の検索・並べかえ等々の情報利用の面ではカード:
:式とは比較にならないほど便利だという魅力にかられたとしても、上記のわずらわしさを決して忘れる:
ことのないように注意して下さい。したがって、パソコンで処理しようとする場合は、強力なソフト、
しかも専用のソフトで入力方法が便利なものを手に入れることができ、基本データが第三者の手によっ
●
:て入力されることが実現できたとすれば、強力な道具となるのですが目・一。その経費を考えると、どう
も困難なようです。しかし、数年後にはこのような悩みはおそらくなくなり、 「カード式」から「パソ
コン処理」へと移行できるような話もったわってきています。
°
°
●
:　　前号の訂正:ハッカーのつづりは　hackerでした。
°
°
°
●
●
(普)
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教室めぐり〔g〕
第2生理教室での或る'日
-生理学第2講座-
「教室めぐり」というのは、第三者がある研
究室をvisitL、その見聞録や感想を書くものと
いうイメージを持っていたので、今回は少し趣
きを変え、学生Ⅹ君の第二生理探訪ということ
にした。以下は彼のレポートである。
第二生理の講義はやたら数式が多く物理学の
轟義と紛うばかりの内容もあり、出来の悪かっ
た私は北里教授に会うのにいささかhesitate
Lたが、講義の時とは全く違う優しいムードで
丁寧に案内してもらった。基礎研究棟3階に2
つの生理学教室がある。ピィ-ッ、 ′ヾリバリと
音を立てているのが第-生理で、その隣,非常
に静かなのが第二生理である。研究内容の性格
によって、ムードも相当違うものである。西側
から順に実験室を見て廻った。防音ドアを開け
て入った最初の部屋は生理学のイメージとは大
違いの工作室。フライス盤やボール盤でアクリ
ルをガリガリ削っていた。この仕事は第二生理
の実験の第一ステップとか。次の実験室は電子
機器が一杯あり、まるで物理や工学部の実験室
みたいな所。ザリガニ巨大神経を膜電位固定し、
神経膜のチャネルの開閉機構の研究と京大の尾
松さんとの協同研究であるチャネル開閉に対す
る合成ピレスロイドの作用の研究をしていると
いうんだが、実験材料の巨大神経なんか何処に
も見当らない。顕微鏡を見せてもらったら、細
い神経があり、神経の中に電極が2本も入って
いf=。こんな細い神経を何故tt巨大"神経と呼
村　山　公　一
ぶんだろう。村山先生が渋い顔をしている。活
動電位が小さくなったO神経の調子が悪くなっ
たんだな!気嫌が悪くならないうちに隣の部
屋に退散した。
その隣の実験室、男性達とは対称的な見るか
らにtt根あか"の女性がいるではないか。助手
の神戸先生である。生化学を専門とする人で、
ここ数年、北里先生が中心になってやってきた・
骨格筋のNa -K輸送の研究をより一層推進さ
せるために、第二生理の-貞となったO骨格肪
vesicle Na-K ATPaseに対するインシュリ
ンの作用.を調べていた。それにしても、電気生
理をやっている人に比べ、生化学の人のダイナ
ミックな事よ。彼女が笑うとバランスがグラグ
ラ揺れそうだな。
助手の丸中先生が帰って来たo骨格筋セので.
ルコース取込みの機構を研究しているので,実
験はほとんどRIセンターでやっているとのこ
と。その研究もほぼ⊥段落したので、次は樺β
細胞を培養してパッチクランプをするんだと準
備中であった。壷養中のP細胞を見せてもらい、
パッチクランプのことを丁寧に説明してもらっ
た。単一チャネルの開閉を記録できるものらし
い。写真の暗室を覗いてみたら、顕微鏡と電子
装置が置いてあった。 5回生の学生が光学的方
法で膿電位を測定する装置を組んでいるのだと
いう。
、全部見終ってから、生理学を理解す草のにな
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んで物理や物理化学や数式なんだとちょっと聞
いてみた。生理学とは、物理学や物理化学の法
則で生命現象がどこまで説明しうるかを追求し
ているものである。'自然現象は究極は総て数式
で表わすことができる。それゆえ、生命現象も
自然現象である限り、究極的には総て数式にの
る筈である。しかしその過程では、如何に美し
い理論であっても1片の醜い事実によって容易
に覆えされることにJL、し、数式の見かけの美し
OS
lid
さにrとらわれてはならないということらしい。
最後に、私の汚い原稿を教室の事務官の谷垣`
さんが清書してくれた。教室の事務官は何をし
て考んだろうと思っていたが、会計、英文タイ
プ、原稿の清書、 drawing,文献整理、ワープ
ロ、それに掃除やガラス器具洗いとすごく沢山
の仕事があるらしい。そんなに忙しいのに、コ
ーヒーを入れてくれた　Thank you!
(生理学第二講座助教授) (文責B′ S)
ことば・ア・ラ・カルト
"恐怖心"もまたけっこう
いわゆるphobia(フォウビア) ,tいい、やゝ専門的にはノィ,ローゼの中の強迫神経症の一分野として
分類されている。
phobiaはそもそも、フランス語及びギリシア語等から借用したphobeと同様に、 dislike(嫌いな
こと)とかfear (恐怖)を意味するラテン語phobiaから分れ出たりギリシア語¢oftcccから借用し
たもので、単独あるいは他の語に付して「～恐怖症」に用いられる(phobeの方はその言葉だけでは
用いない。)
例えば、 androphobia(男性恐怖症)もその一つであろう　andr0-とはギリシア語　&リみp
( &リSpas )(man)から、まだ強い'の意のラテン語neriaあるいはneroと同系列であり、更には
サンそクリット語narya岩(manly,男性的な)へと辿ることができるoこれにphobiaがついたものO
他に、ありふれたものとしてgynophobia (婦人恐怖症)、 acrophobia (高所恐怖症)また今日的
には、造語すると中年族にあるterminalophobia (端末機アレルギー)のように、言葉としては今世紀
産の`ァレルギ-'と訳出した方が通わしいものもある。
しかし、或る精神科医の説によると、恐怖症の類は、適度なものは「病気」といえずむしろ有用であ
る、と。因に、不潔恐怖症(mysophobia)なるものを持たなかったら、人類は消滅しているかも知れ
ない。婦人魚拓症が適度になかったら男性のgentlemanly(紳士的な)振舞はないのではなかろうかO
もっともその適度が問題であるが。 (久)
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地域の医療を考える〔の
地域の基幹病院としてのあり方
彦根市立病院長　小　菅　一　彦
最近あちこちで地域医療と言う言葉が盛んに使われています。本日「地域の医療を考える」と言
うテーマ-で執筆依頼を受けまして、あらためて地域医療とは何であろうか、我々病院勤務医は今
迄地域医療を如何に考え、何をしてきたのかと今一度原点に立ち返って考え直してみたいと思いま
す。実際私自身も地域医療と言う言葉をなにげなしに使って参りましたが、考えてみますと色々問
題点の多い難しい課題のように思われます。
まず最初に地域医療とはなにをするのか、業務内容を分析してみますと、
①　疾病の予防-予防接種、各種の検診。
㊥　疾病の治療-外来治療、入院治療、在宅治療。
③　疾病のアフターケア-リハビリティション、在宅訪問。
等に分けられ、それらを主としてその該当地域の住民を対象として、地域の医療機関が行う場合
を地域医療と言っているようであります。
他方では医療機関を最近次のように機能的に分類しているようでありますO即ち、
①　一次診療機関-主として開業医。
㊥　二次診療機関-一般病院
㊥　三次鎗療機関-大学病院、救命センター、癌センター等.
上記の業務内容、診療機関の位置づけより考えると、我々の病院は二次診療機関に属し、業務と
しては疾病の予防として入院、外来ドック、老人検診を主として稀には予防接種を行い、外来、入
院治療は行なっていますが、在宅治療まではやっておりません。予防接種とか在宅治療になります
と、病院の外に出掛ける事になりますが、今迄の我々の病院は院内にあって待ちの医療に徹してき
ました。これは開業の先生方との業務分担もあれば、病院の外に出掛ける人的余裕もなかった為で
あろうかと考えます。しかし昨年二月の老人保険法の改定で、在宅治療に重点が置かれるようにな
ってまいりますと今後は我々としても避けて通れなくなって参りました。
今後地域医療を本格的に進めて行くに当り種々の問題点がありますが、その第-の問題点は、誰
が何を分担するのか、業務分担が今ひとつはっきりしない点であります。老人検診に例をとります
と、毎年の恒例の老人検診に際して、かかりつけの開業医に行く老人もあれば、わざわざ老人検診
のみは病院を訪れる老人もあり、忙しい病院勤務医は面倒な老人検診を毛嫌いする医師もあり、開
業医からは病院が患者を取ると文句を言われますし、なにかにつけて一次診療担当者である開業医
と、二次、三次診療担当者である病院勤務医との間がしっくり行っていないようであります。日本
医師会が開業医主体であって、勤務医の組織率が悪い為になにかと意志の疎通を欠き、地域医療の
-6-
/一、
一ヽ
実践に当り行政側より医師会に協力依頼があっても病院勤務医があまり参加出来ない事があります。
今後地域医療のより良き実践の為には両者の協調による業務分担の確立がなされるべきでありまし
ょう。
第二の問竜点として、厚生省は診療機関を一次、二次、三次と分類していますが、それを利用す
る患者の側にそんな考えは毛頭なくて、なんでも設備が良くて大きい病院が良い病院と錯覚して、
風邪、腹痛などの軽症患者までが二次、三次病院に直接押し掛けて参りまして、お互いに患者を取
った、取られたと喧嘩をしていらぬ設備投資を強いられて赤字発生の原因となっています。開業医
の先生方は地域医療の荷ない手は我々だとの自負があり、病院勤務医は地域になじみが少ない大学
からの赴任医師が多くて地域医療に関心がなくて、病気の診断、治療にのみ専念しているのが実情
ですが、地域医療の推進に当り病院を抜きにして実行不可能な事は自明の事であり、今後我々病院
管理者としても病院勤務医の目をこの方面に向けるように努力する必要があると思います。
最近国家財政の緊迫化の為に、なにかと福祉にしわよせするような政策がとられています。日本
医師会の力が昔日の勢いがないのをよいことに、患者無視の医療政策がまかり通っていますが、老
人保険法の改正にしても、健保法の改正にしても医師を悪者扱いした記事をジャーナリズムにじゃ
んじゃん書かせては法の改悪を実施しています。医療費をけちる事が目的であって、患者の為の法
改正ではない事を国民は知らされておりません。
今後の地域医療の実践にあたり、これ以上の法の改悪を阻止する為にも、開業医のみの日本医師
会ではなくして、勤務医も包含した組織造りを心掛けて強い日本医師会にしなければならないと思
WKO
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近代医学の名著
Zieglerの病理学書
.I.滑∵
友　吉　唯　夫
有名なアシ。フの病理学富が出るまでは、前世紀末から今世紀はじめにかけての病理学書として
は、このZieglerの病理学書が標準的なものであった。 Ernst Ziegler　はフライブルク大学病理
学教授であったが、とくにこの人の名を冠した医学上の事項は見あたらない。しかしその著書は、
上下2巻、 2,000ページに及ぶ立派なもので、上巻はAllgemeine Pathologie (病理学総論)で
E. Zieglerがすべてを執筆、下巻はSpezielle Pathologische Anatomie(病理解剖学各論)で、
Edgar Gierke C同大学講師)、 Kurt Ziegler (同大学助手)の二人が一部執筆に参加しているO
図は1,400もあるが、まだ写真はなく、すべてがペン画である。私の所有するのは第11版で、上巻
が1905 (明治38)年、下巻が1906 (明治39)年の発行である。アショフの病理学書と同じく
Gustav Fischer杜の出版であり、山極勝三郎の「病理総論講義」にも、このZieglerの病理学
書が参考書目の一つに挙げられている。
この本の下巻(各論)のなかに、胃がんの病型について書かれたページがある(下図の右)0 -
つは、発育がはやく筋層への浸潤が 腺がんであり、他は萎縮した粘膜より発生した粘液がん
で深部への浸潤はみられないものとしており、病型と深達度を重要視する現在のがん学からみても、
80年前のものとはいえ評価に値する記述といわざるを得ない。
(泌尿器科学講座教授)
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新着図書の中から
オスラー博士講演集
『平静の心』につい`て
世に、或は感動の余韻を残し或は崇高な叡智
の力となるものを与えてくれる良書には、なか
↑　なか避退(めぐりあ)うものではないoここに
紹介する一冊は、勿論医学研究・診療に携わる
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医師・教師・看護婦及び学生にとって常に服膚
(よう)してしかるべきものであると共に、広
く心有る人々に対しても諸々示唆に富むところ
が多いと信じて疑わない。
その名は、サー・ウイリアム・オスラー博士、
題して『-平静の心』なる講演集である011-ペー
ジを開く。,医師にとっては沈着な姿勢に勝る資
質はなく、それは知識を備え経験を積むことに
よって完壁なものになる、と.
1889年5月ペンシルバニア大学を去る時、卒
業式の告別講演で医師に第一に求めるものを斯
う説く博士は、 1872年マギル大学卒業後英国留
学、後、 1884年ペンシルバニア大学内科教授に、
1889年にはジョンズ・ホプキンズ大学医学部
教授、そして56歳前の若さで英国オクスフォー
ド大学の欽定教授等骨革めたOその間各々の大
、 ′
学に於いて、また各地に抱噂されて行った珠玉
・・.
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書巻末に委和親癖の豊年箇所を紹介したい。
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任して2庫自即892年には『教師,と学年』と題
1,FE
し、教師ぼ専西とする最高のものを教えること
だといい、特に基礎医学と臨床医学との2つの
タイプの教師像について語る。また、この講演
久　野l　木
は基礎医学教育の重要性を語ると共に、摩れた
大学には2つの機能即ち教えるこ,とと考えるこ
とがあり、特に「考え.る機能とは---大学人に
課せられた義務であ、るo」と・結んだ母校マギル
大学での講演『教えることと考えること』に一
脈相通じるものがある。
そして、同大学で行った『25年後に』と題す
°　°
る特別講演の中で、教師には教育の方法につい
て示し、学生に対しては広い視野を持つ.こと、
その一環として「余技を持て、科目一つごとに
一作家の作品を読め。」と作家名を例示し推し
たくだりに至っては、正に頂門の一針を指し示
すが如くである。
51歳を過ぎた博士は1901年1月ボストン医学
図書館の落成記念革演会に招かれ、その時行っ
た『本と人』と題する講演の中で自身の体験を
基に図書館に対する熱い理念を披渡し、最高の
書物を知る意義を語る。また一節を引用すると、
「図書館という胎盤循環によって心の糧が得ら
れなかったならば、生れ出る子孫の血液は稀薄
になってしまい干らびてしまうであろう。O」とO
所謂現在の知恵は先人のそれに負うているとし、
先達の知的所産を継承することとなる図書館の
役割について力説している。
講演は連綿と続く・。 『病院は大学である』で
は、医学生の臨床教育は病院を主体とすべし、
と述べた。今日の大学病院はその言説に負うて
いるといって誤りない1903年ニューヨ・-クの
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医学協会に招かれた即ち54歳の時の講演である。
或はF看護婦と患者』においては、患者側に立
った看護婦の理想的役割について語り、 r医挙
の座右銘』にあっては、医学生に学習の指針を
講じた。時間を超越して悠久の啓蒙がここにも
ある。加えてF学究生活』では、学ぶことの大
切さ叉恩師に対する学恩のこと等を語り聴衆に
深い感銘を与えた。
やがて、博士は1905年オクスフォード大学に
赴任する直前の5月2日送別晩餐会の席上『結
びの言葉』と題し別れの挨拶を行う。その終り
に彼は3つの理想即ち(1)明日を思い煩わない、
(2)患者には黄金律を実行する、 (3)謙虚な心を持
ち平静心を培う、ことを掲げた。これは終生座
右の書として離さなかったF医師の信仰』の著
者サー・トマス・ブラウン卿への、内面に於い
て信奉するところと窺い知るのである。
以上の如くであるが、充分に紹介し尽せぬも
どかしさを禁じ得ない。
最後に、訳者のことに触れたい。即ち、博士
に接し「無言の感化」を一人でも多く受けられ
たいと講演集を斯ような形で上梓されたことに
ついて。訳文はあくまで読み易く翻訳本である
ことを感じさせない。文中引用句にも悉く注を
施しては出典を明らかにし、のみならず各々講
演の冒頭には概説を付し内容への誘(いざない)
を叙された。訳者の博士に対する敬度な心態が、
一つには斯うな無類の形で実践されたのであろ
うか。
昨年9月3日、博士のその思想、医の倫理そ
してヒューマニズムを高揚普及することを目的
とし、 『日本オスラー協会』が発足した。本学
にもその支部が設けられたという。誠に慶賀に
耐えない。この機会に、借越の議を予め覚悟の
上、先ず志ある人々の直ちに本書に接せられる
ことをお勧めする。　　　　　　　(図書課)
(日野原重明・仁木久意訳　医学書院
昭和58年9月刊)
古医書への ご招待
- 産科学の曙 I
石黒　達也
産論　　賀川玄悦著　明和2年刊　全2冊
産論翼　賀川玄連署　安永4年刊　全2冊
「産論」は、我国が世界に誇る産科の先駆者
・賀川玄悦の産科書である。
玄悦は、元禄13年(1700)彦根の藩士・三浦
長富の庶子に生れ、名を光森、字を子玄と号し
た。本書の附録「子玄子治験四十八則」によれ
ば、玄悦は庶子が故に七才で母方の賀川家へ養
子にいったが、養家の農業を厭って京都に赴き、
鋤灸・按摩術を学ぶ傍ら医術の研鎖に励んだ。
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ある時隣家の婦人が難産となり、乞われて診察
した所、胎児の上肢脱出があった。手の施しよ
うがないまゝ家に帰った玄悦は、治療法がない
ものかと智恵をふりしぼっていたところ、ふと
一法を思いつき、夕方になって再び隣家に赴き
その法で婦人の命を助けた。これにより、玄悦
の名は京都に鳴り響き、一日に数百人の産婦を
.治療したといわれている。
上肢脱出に施した治療は鉄的法といわれ、今
でいう胎児切断術である。鉄鈎には堤燈の柄を
使ったとも、天秤棒を使ったともいわれている
が、胎児に対する子宮内操作は当時としては画
期的な治療法で、これを契機に従来の消極的助
産法から積極的助産法に移行していった。
玄悦の発明・発見は鉄鈎にとヾまらず、女性
の骨盤が男性のそれと異なることを見つけたの
も玄悦の世界的な業績である。また当時は、胎
児の位置は分娩直前に骨盤位から頑位に変化す
ると考えられていたが、玄悦は大多数の胎児が
妊娠5ケ月以降には頑位にあると喝破した。前
述の胎児切断術の他に、横位に対する回転術や
足位分娩の娩出術を考案したのも玄悦である。
これらの業績は、後年シーボルトの注目すると
ころとなり、ドイツ語に翻訳されて世界に紹介
された。我国の医学書が外国語に翻訳されたの
も本書を高矢とする。
玄悦は文章に暗かったので、本書の執筆には
T
儒者の皆川洪園があたった。皆川洪園といえば、
当時京都にあって最も博識とうたわれた儒者だ
けにその漢文は日本人離れしており中国人をし
て日本人の書いた漢文の白眉とまで云わしめた
程格調の高い文章で綴られている。
「産論翼」は、玄悦の養子・玄迫が「産論」
を更に発展させたもので「産論」の補迫といっ
ても差し支えない。
(産科婦人科講師)
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※　こん、なビデオテープがあります
視聴覚教材の制作では定評のあるB B Cが提供する∴医学エッセイ"Body in Question"
(全13巻)は、 Dr. Jonathan Millerの語りかけを通して、皆さんを人間の体にかかわる
様ざまなテーマに導いてゆきます。抽象的な話題については、画面をみていても直ぐには
理解できないのですが、それも英語の教材として利用されれば逆に有益かと思われます。
特に1 -2回生の学生諸君に推薦したい作品です。
※　返却期限を守りましょう
最近、返却が遅れがちです。他の利用者のためにも、また紛失・不明の原因とならない
ためにも、返却期限を守りましょう。
※　迷子になった製本雑罵恵
現在、図書館2階和雑誌の書架から「外科治療」第40巻(1979)が行方不明になってい
ます。製本済の雑誌が姿を消してしまうなんて、とても考えられない事なのです。もしも、
どこかで誰が借りたのかわからないような図書館の本に気がつかれたら(製本雑誌、未製
本雑誌、単行本)、どうぞお知らせ下さい。よろしくお願いします。
図書館の活動
ll/24　近畿地区国公立大学図書館協議会講演
会(京大図)
ll/25　近畿地区国公立大学図書館協議会第8
回館長・事務(郡・課)長連絡会議
(兵教大)
ll/29　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネ
(58.ll.1-59.1.31)
59
ットワーク協議会第16回開発委員会
(滋医大)
1 /12　図書館委員会(第35回)
1 /30　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネ
ットワーク協議会第17回開発委員会
(京大図)
編　集　後　記
「しばれる」と北の人はいう。この方言は、まるで臓器までこおりつくような響きをもつ。今年
の寒さ、降雪量は近年にない記録をつくった。雪に慣れた地方の人々にとってもさぞ大変だったろ
う。
この年、本学関学十周年、開館五周年を迎える。新しい歴史を刻むこのときに、 「さざなみ」も
更に利用者に語りかけ、利用者と共に創られるものになるよう努めたい。　　　(新編菓子)
滋賀医科大学附属図書館報「さざなみ」　　Na18 1984年2月発行
編集委員　小川晋平・八木あすか・久野　木
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